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要旨 

 

 熱赤外域の測定から雲の巨視的、物理的および光学的特性を推定するアルゴリズムをひ

まわり８号による多バンド観測に適用した。感度試験により，ひまわり８号に備わってい

る二酸化炭素吸収帯のバンドが雲頂高度の推定に効果的であることが確認された。推定さ

れた雲特性の検証のために、同じ位置をほぼ同時刻に観測している能動型リモートセンシ

ングによるデータと系統的に比較した。単層の雲について両者は比較的よく一致したが、

光学的に薄い上層雲が下層雲の上に重なる多層雲系の場合は、本アルゴリズムの誤差が顕

著であった。雲プロダクトの特性、利点および制約を把握するために、雲プロダクトの検

証は重要であり、将来も継続されるべきである。 

 応用例として、ニューギニアの近くの領域について８日間のデータを解析し、雲系の日

周期を調べた。推定された雲特性に基づいて数種の雲型を分別し、雲型別の雲量の時間変

化を求めた結果、対象領域の海陸分布に関連する日変化の典型的な特徴が示された。陸上

では、中層雲は 0900から 1200地方太陽時（LST）に増加し、深い対流雲は 1200から 1700 

LST の間に急速に発達し、続いて巻雲や巻層雲が増加していた。海岸線に近い海域では、

早朝の時間帯に対流雲の雲量の幅広いピークが見られた。ひまわり８号による高頻度の観

測により、雲系の連続的な時間変動を捕捉することができ、本手法は雲のライフサイクル

の研究に有用であることが示された。 


